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研究成果の概要（和文）：本研究では、研究者らが長年に亘り構築してきた慢性疾患患者への遠隔看護の情報お
よび遠隔看護経験の豊かなエキスパート看護師からのヒアリングをもとに、潜在化している新しい知の発見と、
効果的な介入を特定するために２つの研究を実施した。（研究１）慢性疾患患者に対し、行動変容の促進と重症
化予防を支援する最適な遠隔看護アルゴリズムを構築した。（研究２）保健指導の音声情報を解析することによ
り、患者の発話内容や音声の特徴から行動変容に対する意欲を判定するシステムを開発した。

研究成果の概要（英文）：In this research, we carried out two studies to identify new latent 
knowledge and effective interventions based on the data of remote nursing for patients with chronic 
diseases that we have developed over many years and the experiences from expert nurses. (Study 1) We
 developed an optimal telenursing algorithm to promote relationship building and behavior change 
when the nurses provide health guidance for patients with chronic diseases. (Study 2) We developed a
 system to determine the patients’ willingness to change behavior based on the utterance content 
and voice characteristics of the patient by analyzing the voice data of health guidance.

研究分野： 看護学

キーワード： 慢性病看護学

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
看護師の臨床現場において、限られた時間、人材が通常看護を提供する中で、質の高い保健指導を提供する支援
や効果的な教育な教育の仕組みが求められている。そのため、本研究を活用した保健指導を支援するシステムを
開発することにより、保健指導の質の向上、平準化を試みることの臨床的意義は非常に高いと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 我々研究者らは、これまで糖尿病、慢性腎臓病、心血管疾患等多くの慢性疾患を対象とし、患
者のセルフマネジメントスキルの向上を目指した対面指導と電話やＴＶ会議システムを介した
遠隔指導を組み合わせた疾病管理プログラムを構築、患者の行動変容、重症化予防といった効果
を検証してきた。この研究実績の中で、慢性疾患患者のエンゲージメント向上・行動変容促進・
重症化予防に効果的な介入を行う遠隔看護のエキスパートは、特に適切な療養を妨げている要
因の本質のアセスメント、エビデンスに基づき、かつ患者の意向・能力・環境などに応じた、具
体的な生活習慣是正案の話し合い、関係構築・行動変容を促進するコミュニケーションといった
専門的な知識・スキルを有していることが分かっている。 
より多くの慢性疾患患者に対し、効果的情報イムリーな遠隔疾病管理を展開するため、世界中で
人工知能に関する研究開発、臨床応用が実施されている。わが国での人工知能の活用は、疾患診
断支援が多く、人工知能と看護を組み合わせた研究報告では、生体センサーで患者の状態を把握
することが中心である。 
 
２．研究の目的 
 今回、研究者らが長年に亘り構築してきた慢性疾患患者への遠隔看護展開に関する大量の情
報、診療ガイドライン等エビデンス、遠隔看護のエキスパートへのヒアリングをもとに、エビデ
ンスや経験知に基づく看護の知識・技術の可視化、最適な看護展開アルゴリズムの構築および潜
在化している新しい知の発見を試みる。具体的に、①慢性疾患患者の行動変容を促進、重症化予
防を支援する最適な遠隔看護アルゴリズムを構築する。②保健指導の音声情報を解析し、患者の
発話内容や音声の特徴から行動変容に対する意欲を判定するシステムを開発する。 
 
３．研究の方法 
研究１：慢性疾患患者の行動変容を促進、重症化予防を支援する最適な遠隔看護アルゴリズム
の構築 
【目的】遠隔看護のエキスパートに対する半構造化面接により、慢性疾患患者の行動変容を促
進、重症化予防を支援する遠隔看護の展開アルゴリズムと支援方策の具体を明らかにする。 
【対象】慢性疾患患者に対する遠隔看護の経験が豊富であり、広島大学、疾病管理会社に所属
する看護師、保健師。 
【方法】 
（１）対象者に対し、個別で半構造的面接を行い、面接内容はＩＣレコーダーで録音した。録
音した音声情報をテキスト化した後、患者の重症化リスク特性、パーソナリティ特性の把握、
行動変容や重症化兆候の早期発見におけるアセスメント、これに基づいた介入で重要と考える
発話を抽出した。抽出した発話について、時間軸、関連性を検討し、整理し、指導のプロセス
と方策を明らかにした。 
（２）（１）の分析結果、診療ガイドライン、行動変容に関する理論やモデルをもとに、最適な
遠隔看護アルゴリズムを構築した。さらに、これをもとに、慢性疾患患者に対する保健指導の
場面において、看護師を支援するシステム仕様を開発した。 
 
研究２：保健指導の音声情報解析による、慢性疾患患者の行動変容に対する意欲を判定するシ
ステムの開発 
【目的】慢性疾患患者に対する保健指導時の音声情報をもとに、行動変容への意欲に関連する
言語情報や音響的特徴量を明らかにする。さらに、分析結果をもとに、患者の音声情報から行
動変容に対する意欲を判定するシステムを開発する。患者の意欲の程度を視覚的に示すこと
で、 
患者-看護師間の関係構築を促し、患者が関心を示す、行動変容に効果的なポイントが分かる。 
【対象】広島県（広島市、呉市、安芸高田市、大崎上島町）に在住する、国民健康保険加入者
であり、20歳以上の者。かつ、生活習慣が疾患の重症化に大きく関与する次の傷病名のいずれ
かを有する者（高血圧、糖尿病・糖尿病腎症、慢性腎臓病、心筋梗塞、脳卒中）。 
【方法】 
（１）研究参加に同意した対象者に対する対面指導の音声情報を ICレコーダーに録音した。 
（２）学習データ作成 
録音したデータを患者の音声、看護師・保健師の音声に分割した。その後、患者の指導を担当
した看護師が、患者の音声情報に対し、行動変容に対する意欲の判定を行い、ラベリングを行
った。ラベルについて、支援の方針が異なる状態で区切るため、特に患者の生活習慣是正に対
する動機づけを高めたり、行動変容に対する抵抗を和らげるといった介入を行う「無関心期」
と、行動変容に関心を示す患者に対し、具体的行動目標立案・実施を支援する「関心期以降」
に分けた。「関心期以降」においては、研究１の分析結果から、遠隔看護のエキスパートは患者
の動機づけ後に＜問題解決に対する意思決定支援＞＜試行錯誤への支援＞＜獲得行動強化への
支援＞を実施していたのだが、これらの指導プロセスでは患者の行動変容や継続に対する意欲
の向上・低下に応じて、方策を変化させていることが分かった。そこで、関心期以降にある患
者の行動変容に対する意欲の状態について、「関心期以降積極的」「関心期以降消極的」といず
れにも属さない「関心期以降中立的」という３つのラベルに分割した（図１）。 



次いで、患者側の
音声情報を 800ms
の無音区間で分割
した後、看護師・
保健師が判定した
ラベルを付与して
学習データを作成
した。その後、音
響分析ツールであ
る openSMILE を使
って音響的特徴量
を抽出し、言語情
報を分析した。 
（３）機械学習 
音声情報と言語情
報から機械学習分
類器 Support Vector Machine（SVM）を使った分類実験を行って意欲の変化を推定した。まず
SVM を使用し、10分割交差検定を行った。機械学習に用いた特徴量は、openSMILE emobase2010 
feature set による 1,582 種類の音響的特徴量および言語的特徴量(０or１)とした。また情報
数の偏りの影響を無くすためランダムにダウンサンプリングした情報を使用した。 
 
４．研究成果 
（研究１） 
14 名の対象者より情報収集を行い、すべての情報を分析対象とした。対象者の保健指導経験

年数は、2～18年であった。   
 面接内容を分析した結果から、保健指導のエキスパートによる、慢性疾患患者の行動変容、セ
ルフマネジメント能力向上を目指した保健指導展開に関する実践知、指導プロセスについて、次
のプロセスと方策を明らかにした。 
① 患者が持つ危険因子の予測 
まず、看護師らは保健指導前に得られた年齢、性別、検査情報等から、患者の疾病管理状況、ラ
イフスタイル等といった身体状態が悪化している原因（危険因子）について仮説を見立てていた。
そして仮説に基づき、問診を組み立てていた。 
② 療養パートナ―シップ構築 
看護師らは、患者を否定せず、行動を変えたくても変えることができない両価性の理解、自己主
体感・効力感低下の可能性を理解した上で関わっていた。さらに、看護師らは、患者の性格、関
心事、口調、心情等をアセスメントし、患者のコミュニケーションの特徴に合わせることにも配
慮しながら、患者と療養上のパートナーシップを構築していた。 
③ 問題の焦点化/動機づけ 
指導開始時には、看護師らは「①」で組み立てた問診の流れ、診療ガイドライン等エビデンスに
基づき、患者の既往歴、現病歴、検査情報、処方薬剤、フィジカルアセスメントから疾病管理状
況をアセスメントしていた。さらに、身体状態が悪化している原因の本質を探索するために、心
身状態、認知、治療内容、ライフスタイル、家族や職場等環境要因等、適切な療養行動を困難に
している要因をアセスメントしていた。このように、保健指導の経験が豊かな看護師による、意
図的、系統的な情報収集と問題の本質の特定という臨床推論のプロセスが明らかとなった。同時
に、看護師らは患者と一緒に、疾病管理状況や適切な療養を妨げる問題を確認、共有することに
より、患者が自分自身の身体の状態への認識や、療養上野問題の本質への気づきを促していた。 
患者の生きがい、人生で大切にしているものを引き出し、これらが適切な療養行動により継続、
実現されることを認識してもらうこと、再度身体状態悪化のリスクや悪化による生活の変化と
いった重大性を確認すること等により、行動変容への動機づけを高めていた。前述の生きがいと
療養の紐づけ（生きがい連結法）、モチべ―ションインタビュー、コーチングといった行動変容
を促す方法論を実践していた。 
④ 問題解決に対する意思決定支援 
看護師らは、教育については、患者が有する疾病、疾病の重症度、危険因子に応じ、診療ガイド
ライン等エビデンスに基づいた、食事、運動、薬物療法、日常生活の工夫といったセルフマネジ
メント教育を行っていた。そして、看護師らは、「②」で明らかとなった療養上の問題の解決に
ついて、健康行動理論を活用しつつ、患者とともに具体的で実現可能性のある生活改善行動目標
を立案していた。このとき、情報の改善目標も設定し、これからの療養行動と情報の改善を紐づ
け、身体状態改善の見通しを伝えていた。 
また、家族やかかりつけ医からの支援を確認、強化する働きかけを行っていた。 
⑤ 試行錯誤への支援 
⑥ 獲得行動強化への支援 
看護師らは、行動変容に対する負担感が軽減するよう療養行動に対する肯定的な声かけ、ねぎら
いを行っていた。 



定期的に行動目標の実施度合、身体状態の変化を評価し、必要時には行動目標の修正を図ってい
た。今後獲得した行動が強化、継続するために患者の行動と情報の変化を紐づけ、患者自身の疾
患に対するコントロール感を高める支援を行っていた。 
また獲得した行動を強化、継続するための支援として、看護師らは患者が家族に対し行動継続に
ついて宣言することを促していた。これにより、家族が患者の行動を評価、賞賛する、直接的に
手伝うというサポート体制を強めていた。 
 
（研究２） 
 対象データ：広島県在住であり、生活習慣病を有する外来通院患者合計 15人に対する、看

護師・保健師の対面指導（1人につき 1～2回、1回 30～60 分程度）の音声データ。 
 分析結果：4つのラベルを付与した情報それぞれの学習結果を表２に示す。学習データのう

ち、本システムにより行動変容ステージを正確に判定することができた正解率は、0.514 で
あった。患者の
意欲について、
本システムが正
確に判定できる
精度は「無関心
期」0.418、「関心
期以降中立的」
0.417、「関心期
以 降 積 極 的 」
0.406、「関心期
以 降 消 極 的 」
0.892 という結
果を得た。 

 
全体の考察とまとめ 
（研究１） 保健指導を行う看護師らは、適切な療養を妨げる問題の本質を特定するとともに、
患者のコミュニケーションの特徴に応じた関わりをすることで、医療者に対する患者の緊張感
や抵抗感を和らげ、療養上のパートナーシップを築いていた。 
本研究で明らかとなったのは、慢性疾患患者との関係構築、患者の行動変容促進、セルフマネ

ジメント能力を向上させる知識、技術といった、理論とエビデンスに基づき構造化された患者教
育であった。看護師の臨床現場において、限られた時間、人材が通常看護を提供する中で、質の
高い保健指導を提供する支援や効果的な教育な教育の仕組みが求められている。そのため、本研
究を活用した保健指導を支援するシステムを開発することにより、保健指導の質の向上、平準化
を試みることの臨床的意義は非常に高いと考える。 
 
（研究２） 保健指導時の患者の音声情報から、特に「関心期以降消極的」を特定することがで
きた。一方、その他の状態にある音声情報の判定精度は 0.4 程度であった。保健指導のエキスパ
ートに対する半構造化面接結果から患者の意欲の評価について、言語的データのみならず、表情
や動作といった非言語的データを評価対象としていたため、今後顔表情情報や動作情報といっ
た非言語的データを用い、更なる精度向上を図っていくことが望ましいと考える。 
 
本研究成果の実用化に向けた活用 
本研究で得られた成果の実用化に向け、AMED「自治体等保険者レセプト情報と健康情報等を基

盤に AI を用いてリスク予測やターゲティングを行う保健指導システムの構築に関する研究」に
おいて開発した保健指導問診・介入支援システムの構築に取込み、反映させた。今後、ユーザー
インターフェイスも含む試作システムの操作性や性能を評価するとともに、、本システムを用い
た保健指導実践者に対する教育や、システム自体の直接的な患者指導へ発展を図っていく。 
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